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て當然燃撓速度 も變1ヒする.か くして乾燥章る一醸化毅素と酸素とか,水 分を含める一酸化炭
.素
.と酸素,或 は水素と一酸化毅素と酸素とがfrfeする時に於ける壇散粒子の多少,有無による.
・ 影鬆 を考察する事によりてその燃燒機構を考へ 又水蒸氣がこれらの機構に如何なる役割を演
tるかを考豢することも凪來る..
之等の可燃性ガスに燃境 を起 させるには先づ外郡 から何かの形によりてエネルギーを供給 し




が老へられる.こ の自C進行燃燒の朕態はr度 び起ると,そ め歌態はisi[ionの源 性質1ct3
無關1剰ζどんどん痔播する.し かし迸綏燃燒ばその燃燒 するガスに纏績される.二冬ルギーと密
「 接に關聯 して居 りそれ によりてその燃燒は/r.右されるのである.故 に娼中のガス燃燒の援構や
性質 も,その ガスのignition前の遲緩鯱 の研究に依つて大Nに 知識を得 るは.勿論である.し
かし熱 エネ.ルギーに依 りて起され る遽綾撚燒には或不便がある.例 へ域これによれば遲綾燃焼
を誘發 しこれを縫けるに費 され るエネルギーの量を知ることが出來ぬ.又娼応播は氣相中にて
行はれ ると見倣 され るが熱の供給 によ4て起され る遲biz多 少で も不均門系反應であり,
熱は友應容器を通 じて供給 され る.又たとへ熱によ9て起され る遯緩燃境が全然氣相中rのみ
行はれて居ると考へ られ る榛な例があつT$そ れ を確證する事は困難である,
.又同糠に反應容器を通 じrを 途 つて起される爆發反應 もその反應は當に壁で始まると考へ
られる.
故にこれ らの掲合{Lは何時 も反應は均一系の ものと不均一系反應φ雨方を考へなければな.ら
ぬ.
〔1〕 陰 .極 燃 燈
氣胆中iz於ける固體電極間の直流izよるKて は陰極の澄度の根本的な相違から低壓放電
と.高壓放電の二樣の型が考へ られ る。」つぼ陰極が高温であ り,熱電子が射出されて陰極電座
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18 園・「酸化炭棄及び水素φ陰極燃燒(紹 介) .第10巷.
,
懸 放電 にでは陰極 があ 抽 高温で ある故 に遲讎 饒 の實駿 にに適 さないが・高壓放電 に よ
ると非嘗 な逑 さで ヱネル.ギー .を賚やすが,.・爆 發 しやすv・様 な ガスで.も遲緩撚境の趺態 で行ふ こ
とがr十s來るので實驗1ζは この高鐔 取電 にて行ふのである.
さて高壓 放匍 こは普通三 つの發光 帶ll・皿i・u・a>neJが現 はれ る・…叩ち,f)光 芒{cath(蛆e
BIOwl及び陰光芒(negtitive畠10、マ}.が陰極Q周 圍 を包 み陰 極光帶(cathodezone)を形 成 してゐ.
る。(;;)暘欄光芒(anodeglow)が陽極 に現 はれ る.{iii}陽光柱(positivecolumn)が陽 毬よ り
陰概 紐 醐 に7ア ザ 循 騨 〔F・relaydark..space).轡んセ現はれる・.こ」で陽光肆はi電 極間の距離,氣 體歴,及 び電流 を適常に調 節する事に依りて此れを全






































































には3倍 以上も:速くRる ・ しかし陰極電壓降下には大差はないのである.ザ故に陽光柱がない




灘 岬 し 翠 の電流`熔 易に測られ瑚 酬 來る鰍 この懺1唹 て鰍 な事である
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第1韓. 關・一酸化炭素及び氷葉の蔭権熔燒.(紹介) 17
である如 く考へ られ う・即ち反應が陰旗の表面で一蔀或は大部が行はれる如 ぐ思はれる・ しか
し陰越光芒に依 りて包まれた陰極の.表面積は篭流或昧.無胆の壓 力を壇す.事1ζ依 り.て.槍加ナる




か く陰極髏 の遠度は陰極光萼に坤 て包まれ たる電極面の廣さに依つては決定されぬ・又 ・
氣體ゐ壓力の變化は陰極光芒に包まれたう陰醸の面積に影響を及ぼすのみならす光芒の庫さに
も變化を與へる.が,燃燒の速さには實際上は影響はないめセある.之等の事實から考へると陰






.坤5倍 謎 く鰍 る・ζれか ら考へると鍛 に駄 く.壊散する鯛 とヲ瞠 醸 散 しes・・Dとtc
分ける$Pt.tis*る・.⇒ しt乾燥せるCO-Ol幹 騨1鹸 く騨 する鍋 を陰極とした時に
遙たよ.く燃える事がわかる,故 に継 物質の性質が燃橈に及ぼす影響は陰越から陰箇光帚内に
輦せ られた壇散金燭粒子の存在に起因する.ものと考へられ る・又か くして陰曄光帯に壊散 した
金離 燦 合胆でな くて原子欺である事は,乾 燥eる.COK)t混合氣體が銀陰極で撚える時の陰
極光芒のスベク トルにそ⑳金騎原子の線 ス.ベクトル炉現はれ潮 又lIg・一5111?t等を陰趣壌散
によりて蓮膜を作る時の種 々の難質も1からしtも.壊散粒子は原子秋であD,陰 極物質の陰極撚
幽 級 ぽす影饗は陰極から}賂金鴫原子の陰極光瀞内k於 ける存在 に起因するもので,陰 極然
燒は純然旋る爾一系反應であ り全ての反應は氣相中にて行はれて居るものと結論する事が出來
る.
か くの如 くこの陰極燃境は全然氣相中にて行はれ燧 中に於ける燃燐と根本的な差逾がなく,
に
それに金矚原子が介在すると云ふ特暾があ り,それらの影響による實駿結果から一酸化炭素或



















,ζ の容器 か らNSるガスは先づS
.な.るP:Os.を入れ たるS.tubeを通 り次 に60
%苛 性加 里を含むTな る.tubeを逓 り次 にC
な.る循瓊 ポ.ンブへ行 く.tン プの 眠ロか らP
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.ユ乾 燥 瓦 妬 瑛 散.性..陰標
■ 同 上・不孃散住陰極
氣は一酸 化淡素 が多 くある時 にその效果が最大であ るが金屬原子では酸素が過剩にある時 に效











で異 る事は第二表 にて もわかる髄.qT大體銀除極で(3頂識が(:rで示すと0β程度である.






乾燥せる酸素 を放電によりて満牲化するとafterklowr/)現象を起 し,乂同様に一酸化妛素 も
同.じ方法で興奮歌態にし.とれを.焜合して も少しも燃擁が起らなか つた.6,又T:uksnnはτ牴 壓.
に於て水蒸氣を1¥'ond管に依つて分解Cせ た生威物を一酸化炭素に當てた.るに二醵化表素を
生するがそれが酸素に依つて 一rるものでない事を實驗に依りて證明して居る・Finch等の行















れた踟 狛 金φ大 き・な編 である・カ・く白鯛 子は鯉 的にはかな り活性で酸素と.容易瞰 化
物ξ作 ⑫.z+fti3aする傾肉はないが自金原子1ま自身で結贔になる傾きがある.又酸化白金の







る ¢0一φ貯恥 混合氣艘はその陰Egsrt於2不填散性陰極の揚合で.も壊散性の時で も二酸化
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によりて㈱ 遑度が攣る様式が他の揚合と違つて居る.こ れは第五圃に見られう通 りで.CO。
Hr⊂〕2幌合氣腫の不壊散性陰極の場合lc於ける燃舞の逕さ≧可燃性 ガスの量との關係は.恥一〇t
あ











渥合氣體 の時 と李行であn,兩 者共に可燃性 ガスを
壇加 するiこ よ.りて燃 麗の速 さが急激i囎 す事が認
め られ る・Palc;o-H.一〇.のCOの 一部 を水素で罎か
へた時 に もその速 さit大し犂影 響が認め られ$N.
ζれ か ち考へて不壌 散性陰極に於 けるCO-H.一〇.








正(co-H,詢,),不寰 散 性 陰 緯 .
.1(Hゴ 〈)2)h同 上
曜 圃.L,墺 散 性 険樋'
て出來た酸化生成物が一酸化妛素を酸化すると考へるぺきであ り,.このKF氣 盟の鰯 堯の逑さ
が乾燥せるCO-Us.混合氣鬮り揚合 よ.りも邂かに大である.事から水素の酸化生成物にbる酸 化
が酸剿 ζよるOま りも遙かに速い事が考へ られる・
第四圓か らも.明かなる如 くCO-0广珪 混合氣髄に於て"酸 化炎素が水素より先に燃.Rる範
圍は壌散性陰極に於ける方がずつと大である・ しか し燃燒の速度ば との場合に依不壌激性陰極
の際よnは 非常に小である.これ等の事實から考へるとこのcro-xro:混合氣肥の鮒 堯の際
には水の他に更に高度の酸化生成物が串來少 くども二つの水素の酸化生成物に.よりて凶酸化炭.
素が燃える・事實とのoff合物の燃燈の際にOII基 が スベク トルで見出されで居 り,交過酬 ヒ
水素 も桧出.CAtiZ居る.さ うして壌散金屬原子に水素の酸化の際,..これを高度の酸化生成物よ
り.は寧ろ永を生成する様に働き又高度の酸化物が生成するの.を妨げるか1これを分解すると考


















とばこの賓thic於てtl・"陰極光芒の スベク トルに現 坤'Haber.llonh・effe・の實騨'に 砕て も
吸收 スペクEルによbOH基 が確かめられてゐる.又 同時に過酸化水素の生成する事.もFineh
の責驗2,にも示され其 他にもこれを示す實聯{あ り生ntKeCS考へられてゐる"又 一般 に金墨
の微粒子が過酸化水素を今解 し或場合には爆襞的に分解する事 さへ知 られてゐる.しかしこの
過酸化水素は一酸化炭素の陰極燃焼に於て何等の役 同もしないと考へられ るのである.何 ξな
れば水蒸氣を含むqQ-Qr混合氣箙は酸素が不充分な時には陰極の金鍋の壌散如何によつてそ
の燃燒逑度は買際上變らないのである。 しかしこの同 じ幌合薫體を壞散性金咼 を陰極 として燃
焼を行ふ時にその水蒸氣をそれと相當最の水素で置換へると燃燒速度がはるかに小になる消
過酸化水素は他の方法で作られた時 よりは水素から直接生成せ られた時の方が,金 猫原子にて
よりよく分解されるとは考へられぬ.之等の事實は≒酸化炭素の燃曉を促進さす所の水素の高
度酸化物はOH基 であると云ふ考へを起 させ,金 屬原子はOH基 を分解する ものでな く.,又、






.放電に依つて水の分解 よりtSt'るOHの生成を妨げない.し か しCO-H,.一()3混合氣短の揚合




は遙 に大 となる.!〕さうして一酸化炭素の先IL燃える範園オ{小さくなる事 も水素からOHを 経
ての酸化が妨げられす三又 このOHが 水を容易に作る事,及as一一酸化炭素の捌 堯に大きな效
果がある事を考へれば貍角拙 來る.




よ り陰極燃燒の3倍以卑 も減少するのは先に逹べた所のcaHrO2の 撚境槻構の見解よりも考
へられる如 く.水 素が水:cなる普通の燃嶢り際の中間物 としてのOHを 生ナるが金屬原子は
;.酸素.と結合して,容 易 く還元されやすい酸化物か或は不安定な錯化合物を作 りそれが直接水素
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化 された,オ ゾ.ン.を多 く.含む酸素.と.さへ,反應するこ..とは甚だ難か.しいので:ある...6,.がく7h
と.酸素がOHの 樣な:巾問物激しに直接結合する.爲にはそ.れそれの興奮の程度が非常に高.くな
けれぽ准らな野 しか レなホ ち永羅氣がaao。C:籐りの比較的低い温度でか恥 り.分解する事が よ





4L混合體を燃焼:さ.すにはかな り強 く.放電を行はなければならなし煽 何 となれば光づ0巳 を生
成さすのに水素酸素は前 らつてか齣 高い程度に興奮させ鮒 ればな5呱 しや・るに韓燥彦が
完全嘸 畤 にに永を分解 してoHを 生ぜ しめ・ 從つで燃燒を始めさせるにも火 して強・倣,
電を要 しな.いのである.・.
以上;1｢べた事は水素友び一酸化炭素の継燒様 式を完全に隶明した.とは考へられぬ・ しか し陰 ・
蹴 御 鯲 げる燃燒囓 中鯲 ける燃燒の軈 給 致する所があ1り・rの陰毯鱗1こよりて
籍 られた事實rd一般の水業及び一酸化炭素の燃磽及7f水の作用の見解に何か寄與する所がある
と思ふ.
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